
① 事業採択後３年経過して未着工の事業

② 事業採択後５年経過して継続中の事業

③ 着工準備費又は実施計画調査費の予算化

後３年経過した事業

④ 再評価実施後３年経過した事業

⑤ 社会経済情勢の急激な変化、技術革新等

により再評価の実施の必要が生じた事業
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•肝属平野を緩やかに流下し、過去に捷水路工事を行なった区間
であることから、広い高水敷とコンクリート護岸が連続し直線
的で単調な河川空間となっている。

•平地部では河川水や台地周縁部からの湧水を利用した稲作が営
まれ、台地部では畜産や畑作が盛んである。

１．肝属川流域の概要〔肝属川の概要と特徴〕

肝属川流域概要図 ■各区間の特徴

１

肝属川
の概要

流域面積 485km2

幹川流路延長 34km

流域内市町村
2市4町（鹿屋市、垂水市、肝付町、

東串良町、大崎町、錦江町）

流域内人口 約11.6万人（平成22年 国勢調査）

【肝属川上流部】
•肝属川上流の山間地を流れる区間は、堰による湛水区間と瀬、
淵が連続しており、瀬にはオイカワ等、水際の緩流部にはメダ
カやカワニナが生息し、ゲンジボタルも生息している。

•鹿屋市街地を流れる区間では、家屋等が近接し都市河川の様相
を呈しており、単調な河道形態を反映して平瀬を好むオイカワ
が多く確認され、その他ギンブナ、コイ等が生息している。

•肝属川の水質は、高度経済成長期の市街地化、畜産や工場・事
業所等の地域産業の拡大に伴い悪化し、その後一定の改善がみ
られたものの、肝属川上流（河原田橋から上流）ではBOD（75％
値）で3～5mg/ℓ程度を横ばいする状況が続いていた。
そのため、平成17年3月に鹿児島県や鹿屋市等と共同で「肝属川
水系肝属川水環境改善緊急行動計画（清流ルネッサンスⅡ）」
を策定し、関係機関と連携して水環境の改善に取り組んでいる。

【肝属川中流～下流部】

【支川串良川・高山川・姶良川】
•上流部では河畔林が分布、中下流部では堰や床止めによる湛水
域と瀬・淵が連続、河岸には砂州が形成されツルヨシ群落が分
布するなど、多様な河川環境を形成している。

か の や たるみず きもつき

ひがしくしら おおさき きんこう
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１．肝属川流域の概要〔肝属川の利用状況〕

肝属川の流域は、鹿児島県大隅半島のほぼ中央に
位置し、流域内には大隅半島の拠点都市である鹿
屋市があり、国道220号、269号等の基幹交通施設
に加え、東九州自動車道や大隅縦貫道が整備中で
あり、交流人口の拡大が期待されている。

肝属川上流部に位置する鹿屋市街地の中心部を流
れる区間では、鹿屋市による市街地再開発と連携
した水辺プラザ事業により水辺に近づきやすい護
岸等を整備しており、この一帯は都市空間におけ
る“潤いや賑わいのある水辺”の交流拠点となっ
ている。

肝属川中下流部及び支川串良川･高山川・姶良川の
高水敷や堤防では、散策やサイクリング、花火大
会等のイベント会場、畜産用の採草地として利用
されている。

支川姶良川や支川高山川は、水辺に近づきやすく
水質も良好なことから、カヌーや子どもたちの川
遊び、近年では子どもたちの河川環境学習、自然
体験活動の場に利用されている。

散策、サイクリング（支川姶良川） 夏祭り花火大会（支川高山川）

肝属川水辺プラザ（肝属川上流部）

＜肝属川流域の利用状況＞

カヌー競技（支川姶良川） 水遊び（支川高山川）
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肝属川らしい自然環境と良好な水辺空間や景観を保全・創出し、次世代に引き継ぐ

ため、瀬・淵、水辺植生、河畔林など、肝属川における多様な生物の生息・生育環

境の保全・再生を目指すこととしている。

子どもたちの自然体験、環境学習活動の場、各種イベントや川にまつわる伝統行事

の場として利活用されている肝属川の現状を踏まえ、治水上や河川利用上の安全・

安心に配慮した上で、良好な水辺環境の保全・創出に努めることとしている。

良好な景観の維持・形成を図るため、周辺地域と調和した魅力ある川づくりを目指

すこととしている。

きれいな流れを取り戻し、子どもたちが川で遊べる環境を守り伝えるため、肝属川

上流（河原田橋から上流）においては清流ルネッサンスⅡで定めた目標水質及び環

境基準を満足することとし、その他の肝属川下流（河原田橋から河口まで）や支川

についても環境基準を満足すること、もしくは現状の良好な水質を維持することを

目標とし、地域住民や関係機関と連携して流域全体で水質の改善・保全に努めるこ

ととしている。

１．肝属川流域の概要〔肝属川水系の目標〕

＜河川環境の整備と保全に関する目標＞（肝属川水系河川整備計画抜粋）
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今回は、事業が完了している肝属川上流の水環境整備、新たに整備予定の吾平地区の

水辺整備について事業評価（再評価）に諮るものである。

１．肝属川流域の概要〔肝属川総合水系環境整備事業の概要〕

区 分 箇所名 事業期間

水環境整備 肝属川上流
平成18年度

～平成24年度

水辺整備 吾平地区
平成31年度

～平成38年度

肝属川総合水系環境整備事業
平成18年度

～平成38年度

きもつきがわ

あ い ら

拡大図

＜事業評価（再評価）対象事業の概要＞
きもつきがわ あ い ら

肝属川上流
（水環境整備）

吾平地区
（水辺整備）

3号排水路
（簡易な浄化施設）

鹿屋市

鹿屋市

肝付町

東串良町

鹿屋市

肝属川上流浄化施設
（曝気装置付浄化施設）

肝属川清流ルネッサ
ンスⅡ計画対象区域

田崎第4樋管
（簡易な浄化施設）

5号排水路
（簡易な浄化施設）
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１．肝属川流域の概要〔完了箇所〕

＜完了箇所の概要（肝属川上流）＞

（１）事業の目的
「肝属川水環境改善緊急行動計画」(肝属
川清流ルネッサンスⅡ)において、水質
改善目標及び汚濁負荷量削減目標を以
下の通り設定した。

【水質改善目標】
下水道整備などの流域対策により河原
田橋地点のBODを3.2mg/lまで低下し、
さらに計画目標3.0mg/l未満の達成のた
め、浄化施設整備により2.9mg/lまで低
下する。

【負荷量削減目標】
河原田橋地点のBODを3.2mg/lから
2.9mg/lに低下させるため、河原田橋地
点に対して80kg/日の負荷量を全浄化施
設（3号排水路、田崎第4樋管、5号排水
路）で削減する。

水質浄化による効果（肝属川：河原田橋）
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目標水質（環境基準Ｂ類型）

水質浄化施設
の効果

流域対策
の効果

下記のような流域対策で4.5-3.2=1.3mg/Lを低減

・下水道事業 約５０億円（概算推定）

・畜産環境センター(H13) 約２０億円

・合併浄化槽普及 約２０億円

河川における施設で残りの3.2-2.9=0.3mg/Lを低減

・水質浄化施設（直轄） 約５億円

・水質浄化施設（鹿屋市H18） 約0.6億円

水質浄化施設で８０kg/日を削減することに
より、行動計画の目標水質を達成

河原田橋

田崎橋

朝日橋

大園橋

山中橋

王子橋

３号排水路

       3 mg/L 以下 

       3～ 5 mg/L 

       5～ 8 mg/L 

       8～10 mg/L 

       10 mg/L 以上 

 

    河川を示す 

    排水路・樋管を示す 

３号排水路上流

下栗須橋

下谷川上流 

下谷橋 

５号排水路田崎第４樋管

新川第９樋管

下谷川右岸水路 

本川左岸樋管

本川右岸樋管

   凡   例 
       環境基準Ｂ類型

       環境基準Ａ類型

３号排水路

１８kg/日削減

５号排水路

５４kg/日削減

田崎第４樋管

８kg/日削減

21mg/L（流域対策後）
16.6mg/L（浄化後）

7.8mg/L（流域対策後）
1.4mg/L（浄化後）

20mg/L（流域対策後）
19.4mg/L（浄化後）

浄化材設置
＜削減負荷量＞
21mg/L×流量(0.141m3/s)×除去率(21%)×86.4
≒５４kg/日
＜浄化後水質＞
21mg/L－21mg/L×21％≒16.6mg/L浄化材設置 ＜削減負荷量＞

20mg/L×流量(0.149m3/s)×除去率(3%)×86.4≒８kg/日
＜浄化後水質＞20mg/L－20mg/L×3％≒19.4mg/L

①上流での浄化（鹿屋市）
＜削減負荷量＞

６kg/日
＜浄化後水質＞
6.4mg/L

②浄化材設置＋曝気付浄化
＜浄化材設置 削減負荷量＞
6.4mg/L×流量(0.049m3/s)×除去率(6%)×86.4
≒２kg/日
＜曝気付浄化 削減負荷量＞
6.4mg/L×流量(0.049m3/s)×除去率(70%)×86.4
≒１９kg/日
＜浄化後水質＞
浄化前負荷量＝6.4mg/L×0.049m3/s×86.4≒27kg/日
浄化後負荷量＝27kg/日－(2kg/日＋19kg/日)＝6kg/日
浄化後水質 ＝6kg/日／0.049m3/s／86.4≒1.4mg/L

浄化地点での削減負荷量は
６＋２＋１９＝２７kg/日
であるが、本川を流れる過程で自然浄化等の負荷削減効
果もあるため、河原田橋地点での削減負荷量は、
１８kg/日

河原田橋地点で

18+54+8=８０kg/日削減
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１．肝属川流域の概要〔完了箇所〕

＜完了箇所の概要（肝属川上流）＞

（２）整備内容
3号排水路、田崎第4樋管および5号排水路の3箇所において、ひも状接触材を水路に直接敷設す
る簡易な浄化施設を整備した。

3号排水路の肝属川本川合流地点の下流側には、曝気装置付浄化施設（肝属川上流浄化施設）
を整備した。

肝属川上流浄化施設
（曝気装置付浄化施設）

3号排水路
（簡易な浄化施設）

田崎第4樋管
（簡易な浄化施設）

5号排水路
（簡易な浄化施設）

肝属川上流河川浄化事業の実施地点

ひもを河床に敷設

ひもを河床に敷設

ひもを河床に敷設

位置 肝属川上流（河原田橋より上流）

事業区分 水環境整備（河川浄化事業）

主な整備内容 ・3号排水路、5号排水路、田崎第4樋管
：簡易な浄化施設(ひも状接触材)
・肝属川上流浄化施設
：曝気装置付浄化施設

全体事業費 6.2億円

事業期間 平成18年度～平成24年度

整備完了年 平成24年度

【概要】
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１．肝属川流域の概要〔完了箇所〕

＜完了箇所の概要（肝属川上流）＞

取水施設から水路の水をくみ上げ、河川の外の敷地
にひも状接触材を設置した水槽に送水し、水槽内部
を曝気することで微生物による浄化やひも状接触材
による吸着・ろ過作用により浄化して河川に放流す
る浄化方法

ひも状接触材を水路に敷き詰めて整備する浄化方法

ひもによる浄化のｲﾒｰｼﾞ

【簡易な浄化施設（3号排水路、田崎第4樋管、5号排水路）】

【曝気装置付浄化施設（肝属川上流浄化施設）】

肝属川に流れ込む水路の水の
よごれは、ひもに付着した微
生物により分解・除去される。

（２）整備内容

ひも状接触材



浄化施設運用開始
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１．肝属川流域の概要〔完了箇所〕

＜完了箇所の概要（肝属川上流）＞

（３）計画上想定される事業効果と完成後確認された事業効果
河原田橋地点に対する削減負荷量は、全施設の合計で計画目標値80kg/日に対して、実績値は88kg/日であり、

計画目標を達成している。

水路 処理方式
①水質
mg/l

②流量
m3/s

③除去
率％

④浄化
残率％

削減負荷量（kg/日）

⑤放流地点
①×②×③
×0.86

⑥河原田橋
地点

⑤×④

⑦計画目
標値

田崎第4樋管 浄化材設置 16.95 0.115 12.0 1.00 20.2 20.2 7.7

5号排水路 浄化材設置 6.03 0.159 21.7 1.00 17.9 17.9 53.7

3号排水路

浄化材設置 76.43 0.050 9.1 0.39 29.9 11.6 1.1

曝気付浄化 64.71 0.050 32.3 0.39 88.6 34.4 13.3

（上流鹿屋市分） - 4.2 4.2

合計 156.6 88.4 80.2

河原田橋地点における水質(BOD)は、清流ルネッサンスⅡ計画目標値
3.0mg/l未満に対して、実績値は2.6mg/l（H28年BOD75%値）となってい
る。清流ルネッサンスⅡでは生活排水対策をはじめとする汚濁負荷削
減策（下水道事業、合併浄化槽普及等）を今後も引続き推進するとと
もに、当該事業で整備した施設を適切に維持管理することとしている。

事業目的に見合った効果の発現が想定されることから、大規模な改修
を行う改善措置の必要はないものと考えられる。また、社会経済情勢
についても大きな変化はみられない。 BOD75%値（河原田橋地点）



２．事業の必要性等〔肝属川総合水系環境整備事業の概要〕

コンクリート護岸等により、
河川敷と水辺との高低差が大
きく、水辺に近づきにくい状
況。

９

（１）事業の必要性等

＜今回新たな整備箇所の概要（吾平地区）＞

姶良川が流れる吾平地区は、吾平山上陵を有する歴史あるまちであり、温泉施

設、川沿いにはサイクリングロードや桜並木が整備され、水辺ではカヌーや

美里（うましさと）あいら夏祭りを楽しむ人々で賑わいをみせている。

地域内外の人々が楽しめる「まちの魅力」が集中しているが、高いコンクリート

護岸が連続し水面へのアプローチができない、植生が繁茂し近づきにくいなど、

安全に利用がしにくい状況となっている。

高水敷整正、階段工、管理用通路等の整備を行うことで、河川空間の安全性と

快適性が確保され、かわとまちが融合した空間の利活用による地域交流の促進

や地域活性化の向上が可能となる。

美里あいら夏祭り

カヌー利用

整備箇所

あいらのやまのうえのみささぎ
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２．事業の必要性等〔肝属川総合水系環境整備事業の概要〕

位 置 姶良川2k600～3k400付近

事業区分 水辺整備

主な整備内容
高水敷整正、階段工、管理用通路、
モニタリング調査等

事業費 1.5億円

事業期間 平成31年度～平成38年度

整備完了年 平成33年度

（２）事業の概要・目的

鹿屋市の進めるまちづくりの取り組みと連携しながら、利用者の安全性の向上、巡視・管理の

円滑化を図るため、高水敷整正、階段工、管理用通路等の整備を行う。

【概要】

【工程表】

階段工

階段工

高水敷整正

【整備イメージ】 管理用通路

【概要】

主な工種 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38

高水敷整正

階段工

管理用通路

モニタリング調査等

高水敷整正

高水敷整正



２．事業の必要性等〔肝属川総合水系環境整備事業の概要〕

１１

協議会開催状況

あいら川かわまちづくり推進協議会開催状況

作業部会開催状況

（３）事業の推進体制

平成２８年２月に地域住民、各種団体、行政機関で構成される「あいら川かわまちづくり推進
協議会」を設立し、姶良川を軸とした地域活性化や地域交流の促進、河川利用の安全性向上等
について協議を重ね、平成２９年３月に「吾平地区かわまちづくり」が計画登録された。

姶良川河川愛護会が中心となって、稚鮎の放流や河川清掃活動等の地域活動が継続されている。

引き続き、「あいら川かわまちづくり推進協議会」において、具体的な利活用方策及び維持管
理方法等について、検討を進めていくこととしている。

開催名 開催日 議題

第1回
協議会

平成28年
2月23日

・協議会設立
・かわまちづくり支援制度の紹介
・姶良川の概要と整備方針 他

第1回
作業部会

平成28年
3月14日

・部会員の紹介、規約の説明
・第1回協議会協議結果の報告
・現地確認
・作業部会の目的・進め方の説明・意見交換 他

第2回
作業部会

平成28年
4月20日

・部会員の紹介、規約の説明
・第1回協議会協議結果及び第1回作業部会の報告
・作業部会の目的・進め方の説明・意見交換 他

第3回
作業部会

平成28年
6月9日

・今までの意見・要望について
・地域意見を踏まえた整備メニュー及びイベントについて

第2回
協議会

平成28年
7月25日

・これまでの検討経緯
・協議会及び作業部会での意見・要望
・地域意見に基づく利活用及び整備案
・地域意見に基づく整備内容の実現性評価
・全体構想図、整備構想図

第4回
作業部会

平成28年
8月26日

・前回作業部会（H28.6.9）の検討結果
・第2回協議会（H28.7.25）の協議結果
・地域意見に基づく整備構想（案）
・利活用計画・維持管理計画・安全対策について
・「姶良川かわまちづくり計画」（案）の説明
・今後のスケジュール

第3回
協議会

平成28年
11月10日

・これまでの開催状況
・第2回協議会（H28.7.25）の協議結果
・第4回作業部会（H28.8.26）の協議結果
・「姶良川かわまちづくり申請書」（案）

稚鮎の放流 河川清掃活動



１２

３．前回評価時からの変化

項目
前回評価時

（平成21年度）
今回評価時

（平成29年度）
変更理由

総事業費

約6.2億円

【水環境整備】
・肝属川上流：6.2億円

約7.6億円

【水環境整備】
・肝属川上流：6.2億円
【水辺整備】
・吾平地区：1.5億円

・吾平地区（水辺整備）
の追加

事業完了年 平成24年度 平成38年度

B/C 1.6 4.5

B（便益） 12.8億円 55.1億円

C（費用） 7.8億円 12.3億円



１３

４．事業の投資効果〔費用対効果等〕

事業区分 事業費 主な整備内容 便益（B) 費用（C） B/C

全事業 7.6億円 － 55.1億円 12.3億円 4.5

完了箇所 6.2億円 － 25.4億円 10.9億円 2.3

水環境整備 肝属川上流 6.2億円
簡易な浄化施設、曝気装置付浄化
施設、モニタリング 25.4億円 10.9億円 2.3

新たな整備箇所 1.5億円 － 29.7億円 1.4億円 21.1

水辺整備 吾平地区 1.5億円
高水敷整正、階段工、管理用通路、

モニタリング調査等
29.7億円 1.4億円 21.1

アンケート
実施時期

アンケート
手法

アンケート
配布数

有効
回答数

集計範囲 集計
世帯数

支払い意思額
(円／月・世帯)

肝属川上流
（水環境整備）

平成28年度 郵便 1,000票 167 河原田橋(評価基準点)より
上流域の鹿屋市

35,820 226円

吾平地区
（水辺整備）

平成28年度 郵便 2,000票 240 半径10km圏内の
鹿屋市・肝付町・東串良町

43,107 313円

※ B/Cの算出は、便益を費用で除算することにより算出する。便益はアンケート調査によって求めた年支払い意思額と便益が及ぶ世帯数を積算し、これを社会的割引率を考慮し完成後
５０年分を足し合わせることにより算出する。費用は社会的割引率等を考慮した事業費と完成後５０年分の維持管理費を足し合わせることにより算出する。

＜費用対効果等＞



１４

５．事業の進捗の見込み・コスト縮減や事業手法、施設規模等の見直しの可能性

（１）今後の事業展開

水環境整備事業の肝属川上流（河川浄化）は、平成18年度より事業に着手し平成24年度に完了
している。関係機関が連携して実施中の生活排水対策をはじめとする汚濁負荷削減策（下水道

事業、合併浄化槽普及等）を今後も引続き推進するとともに、当該事業で整備した施設を適切
に維持管理していく。

水辺整備事業の吾平地区は、今後も地元自治体や地域住民等と協力して事業を進め、平成31年

度に事業に着手し、平成33年度に整備を完成させる予定である。平成34年度以降は、モニタリ
ング調査等を実施し、平成38年度に完了予定である。

（２）今後の事業の進捗の見込み

吾平地区では、引き続き「あいら川かわまちづくり推進協議会」を継続的に開催し、更なる利
活用方策や維持管理方法等について議論を行う予定であり、順調な事業進捗が見込まれる。

（３）事業手法、施設規模等の見直しの可能性

吾平地区の整備内容については、「あいら川かわまちづくり推進協議会」で議論を重ね、河川
管理面、河川利用面等を考慮した上での適切な整備内容となっており、現計画が最適と考えて

いる。



１５

６．対応方針（原案）

鹿屋市では、「自然環境と共生した美しい都市づくりの推進」を図るため、水

に親しめる水辺環境づくりや生態系に配慮した河川整備を進め利活用を促進す

ることとしており、吾平地区では、安全に、安心して利用できる水辺空間の整

備が望まれている。このため、国交省では高水敷整正、階段工、管理用通路等の

整備を行うものである。

地域住民、各種団体、行政機関で構成される「あいら川かわまちづくり推進協議

会」（平成28年2月設立）を継続的に開催し、協議会及び作業部会において更な

る利活用、維持管理等について議論を行うこととしており、地域の協力体制が

整っている。

費用対効果（B/C）については、十分高い値である。

以上より、引き続き事業を継続することとしたい。




